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令和７年３月１２日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立下目黒小学校 

校長  守屋 大貴 

令和６年度 目黒区立下目黒小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年 ６月２９日（土） 午前１０時５０分～午後１２時００分 

・校内観察（学校公開日） 

・「令和６年度学校経営方針」説明 

・学校生活全般についての意見交換 

（２）第２回実施日時 令和６年１２月１２日（木） 午前１０時５０分～午後１２時００分 

・校内観察（学校公開日） 

・学校生活全般についての意見交換 

（３）第３回実施日時 令和７年 １月２４日（金） 午前１０時５０分～午後１２時００分 

・今年度教育活動の振り返りと来年度教育活動に向けて（学校評価検討） 

・来年度学校評議員について 

２ 参加者 

清勢 英治 様  久保 栄 様  平出 明 様  勝呂 喜代美 様 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  
次年度の教育活動の改善点 

学校評価委員会での意見  

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体につい

て 

・学校の雰囲気、学習

環境、教職員の態度

などについて、家

庭・地域との連携、

地域人材の活用な

どについて 

⦿保護者・高学年児童・教職

員では、すべての評価項

目で肯定的評価が９０％

以上であり、学校全体へ

の評価は概ね良好であ

る。低学年児童について

は肯定的評価９０％前後

を保ってはいるが、すべ

ての項目において微減

で、特に「教職員の対応に

ついて」の肯定的評価が

下がっている。 

 

●地域の方からは、「教職員

が地域の行事等に顔を出

してほしい」等の意見が

あった。 

・低学年は専科・交換授

業が少ないので、学級

担任に加えて多くの教

員が児童に対応する学

年担任の意識を高め、

複数の目でより細かく

柔軟に連携して児童の

見取りや対応を行う。 

・日々の気分の入力や i-

check などのデータの

分析・把握を確実に行

い、児童理解を深めて

日々の指導に生かす。 

・教職員が少しでも参加

しやすくなるよう、環

境を整えていく。 

・学年会のもち方、学

年会の時間の確保

など、今行っている

ことをさらに充実

させて、情報を共有

し指導にあたって

いく。 

 

・左記の通り。 

 

 

 

 

・左記の通り。 

 

 



2 

Ⅱ 教育目標につい

て 

・教育目標、時程、教

育内容全体につい

て 

⦿教育目標については、概

ね肯定的な評価の割合が

高かったものの、自由記

述には「より具体的に」

「達成のために何をする

のか」等の意見があった。 

◎時程については、今年度

やや複雑ではあったもの

の、内容を充実させつつ

カットできるところはカ

ットしたことにより、児

童からも教職員からも良

い反応が得られた。 

 

・学校からの通信や保護

者会等で、取り組みや

具体的な児童の姿を発

信していく。 

 

 

・今年度の成果を生か

し、時程を工夫して教

育活動を充実させる。 

・40分授業のよさを、

児童の声を通して

発信していく。そこ

から、保護者の理解

にも繋がると考え

られる。 

・左記の通り。 

Ⅲ 心の教育につい

て 

・道徳科の授業の充

実や児童・生徒の道

徳的実践力の向上

に向けた取組につ

いて 

◎道徳のローテーション授

業の実施や特別活動の充

実等により、保護者から

の肯定的な評価は９０％

に達した。自由記述でも、

縦割り班活動や出前授業

等、道徳の授業だけでは

なく様々な教育活動にお

いて、道徳的実践力の向

上に向けた取組をおこな

っていることを評価する

意見が複数あった。高学

年児童で７．４ポイント

減少しているが、９０％

に達している。 

 

・全ての教育活動で、思

いやりや助け合い、人

権教育等を基盤に取り

組み、心の教育を充実

させ、道徳的実践力を

高める。 

 

・道徳のローテンシ

ョン授業について

賛成。それぞれの教

員による多様な考

え方に児童が触れ

ることができると

ころがよい。 

 

Ⅳ 学習指導等につ

いて 

・学力の定着・向上に

向けた授業の改善・

充実、少人数指導、

しもめタイム、主体

的に学習に取り組

む態度等の取組に

ついて 

・職場体験等体験活

◎学習指導については児童

の肯定的評価は微減であ

ったが、四者とも９０％

以上の高い水準を維持し

ている。 

●しもめタイムの取組につ

いては、自由記述でも肯

定的な評価が多い中で、

「何をしているのか分か

らない」「活動報告をきち

・学習のＰＤＣＡサイク

ルや学年会等をいかし

て、今後も授業力向上

に努める。 

 

・しもめタイムの取組

は、子どもを通じての

伝達だけでなく、内容

や成果について、より

積極的に発信してい

・自由記述から、学習

用情報端末を使っ

た学習についての

意見が多数見られ

た。ＩＣＴ機器活用

のよさもあるが、反

面、筆圧の弱さや鉛

筆の正しい持ち方

など出来なくなっ

ていることも増え
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動、自然宿泊体験教

室、 

キャリア教育等の

充実について 

んとしてほしい」等の意

見もあった。 

 

 

 

◎キャリア教育について

は、保護者や地域、企業や

大学とも連携して内容の

充実に努めたことで、児

童が自分自身のことや自

分の今後のことについて

の考えを深めるきっかけ

を作ることができた。 

 

く。 

 

 

 

 

・外部との連携や出前授

業の活用、カリキュラ

ムマネジメント等を行

い、社会的・職業的自

立の基盤となる能力や

態度を育てる。 

 

ている。何でも移行

するのではなく、必

要に応じて選択し

ていくようにした

い。 

・地域の人材を活用

することで地域と

の連携を図り、なり

たい職業を見付け

意欲を高めたりす

ることができるの

ではないか。 

Ⅴ 体育・健康教育に

ついて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組に

ついて 

◎体力向上・健康の促進に

ついては、ここ数年減少

傾向にあった保護者の肯

定的評価が１３．７ポイ

ント増加するなど、今年

度の取り組み（「体力向上

週間」を２回に増やし、児

童の実態に合う内容とし

た）の成果が顕著に現れ

た。教職員の肯定的評価

の割合も増加している。 

●一方で、特に高学年児童

では１０．９ポイント減

少するなど、児童の肯定

的評価は減少した。保護

者・教職員が増加してい

ることを踏まえると、児

童の肯定的評価の減少

は、体力向上週間等を通

して児童の体力向上・健

康促進に対する意識が高

まったことにより、自分

の課題が明確になった結

果ではないかと考えられ

る。 

 

・体育の授業や体力向上

週間・ここカラダシー

トの取組、養護教諭の

保健指導、外遊びの奨

励等を一層充実させ、

体力の向上、健康促進

の意識を高める。 

・体力向上の取組で、

教員が主導するの

ではなく、児童に任

せられることを任

せ、発信していく。

そうすることでさ

らに児童の意欲が

増すのではないか。 

・教員の評価が上が

っているのがよい。 
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Ⅵ 特別活動につい

て 

・学校行事の充実、異

学年交流活動、クラ

ブ・部活動の充実な

どについて 

◎特別活動については、高

学年児童・低学年児童と

もに微減しているが、 

約９５％の肯定的評価を

得るなど、学校行事や代

表者会議などの取り組み

を通して、充実した活動

を行うことができた。 

●低学年保護者の自由記述

に「低学年なのでわから

ない」の意見が散見され

た。代表者会議やクラブ

活動がない分、低学年を

含んだ活動を充実させ、

低学年児童自身も活動に

関わっているという意識

をもてるようにする。 

 

・学級会や委員会活動を

充実させ、特別活動部

が中心となって、児童

による自発的・自治的

な活動を充実させる。 

 

 

 

・低学年でも係活動や話

し合い活動等の自発

的・自治的な活動に取

り組んでいることや、

たてわり班活動等で異

学年交流を行い成長し

ていることを教師が価

値づけ、児童に自覚を

促したり、児童に発信

したりする。 

 

・学校教育を見直し

ていくと、特別活動

が削られることが

多いが、実施可能な

現実的なものに変

えてけるとよい。 

 

 

・左記の通り。ブラス

バンドの活動がよい。 

Ⅶ 学校生活全般に

ついて 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、い

じめや不登校の現

状と対応、教員の関

わり方、特別支援教

育への取組などに

ついて 

◎生活規律の保護者の肯定

的評価は８ポイント増加

した。一方で、児童の肯定

的評価は特に高学年児童

で減少した。教職員の肯

定的評価は９７．４％と

非常に高い水準を維持し

ていることから、児童の

肯定的評価の減少は規範

意識が高まったことで、

より客観的に自身の生活

を振り返ることができる

ようになってきた結果で

はないかと考えられる。 

・下目スタンダードの共

有やチーム下目黒の組

織的指導を継続し、今

後も全教員で素早く対

応する。 

・生活規律の徹底やいじ

め・不登校の防止に努

める。 

 

 

 

・児童のポイントの

減少の背景には、児

童の意識や考え方

や意欲が影響して

いる可能性がある。

組織的に対応して

いくことを継続す

る。 

＜防災教育･安全指導

＞ 

・事故や災害に関す

る安全教育や情報

モラル教育の充実、

安全管理などにつ

いて 

◎安全教育の教職員の肯定

的評価は１００％であっ

た。今年度、避難訓練実施

後すぐに反省をまとめ、

次の避難訓練に生かすこ

とを徹底した成果である

と考えられる。 

・教職員の避難訓練後の

反省を継続するなどし

て、よりよい実践方法

の工夫を継続する。 

 

 

 

・左記の通り。 
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●一方、保護者では微減、低

学年児童・高学年児童と

もに約５ポイント減少し

た。今年度から安全指導

に J アラートやライフジ

ャケットの扱いが加わる

など内容が多岐に渡り、

まだ児童に浸透していな

いことが影響していると

考えられる。 

●事件・事故等の防止は、低

学年児童で肯定的評価が

７９．６％と、全項目の中

で最も低かった。質問は

「安全教室に真剣に参加

しているか」を問うもの

であったため、低学年の

安全教室の実施からかな

り期間が空いていた学年

や未実施の学年があった

ことが低い評価につなが

っていると考えられる。 

 

 

◎情報モラルについては、

しもめスタンダードを毎

年見直すとともに、情報

モラル指導計画に沿って

充実した指導を行うこと

ができている。 

 

・防災教育や安全指導の

様子を保護者に発信し

たり、取組の成果を教

師が価値づけて児童に

自覚させたりして、指

導の充実を図る。 

 

 

 

 

・事件・事故に対する指

導は、毎月の安全指導

や安全教室に加え、

日々の教育活動で意識

の向上や対応の仕方を

一層充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報モラルやＩＣＴ機

器の利用について、今

後も家庭と連携して取

り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・左記の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安全教室の時期と

アンケートの実施

時期が影響してい

ることも考えられ

るが、分析をしっか

り行い、対応するこ

とが大切である。ま

た、アンケートの質

問に教員が細かく

説明をして、児童が

質問内容の理解が

できれば、結果にも

影響があるのでは

ないか。 

・しっかりと情報モ

ラル教育を行う、児

童の将来的なこと

を考えて教育する

と同時に、保護者に

も啓発を行う。親子

で学ぶ機会を作り、

意識を変えていく

必要がある。 

・保護者が管理をす

るために、事例を提

示して、家族にも危

機感をもたせる等

の工夫をしていく。 
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＜幼・保・小・中連携

＞ 

・中学校や同じ中学

校区の小学校との

連携について 

・近隣の幼稚園・保育

園との連携につい

て 

◎小・中連携については、意

識して情報発信を増やし

たことにより、保護者の

肯定的評価が増加した。 

●一方で、教職員について

は７．９ポイント減少し

た。内容を充実させ教職

員の必要感や取組の成果

を高める必要がある。 

・小・中連携の取組は保

護者や外部に伝わりに

くいので、積極的に発

信する。 

・次年度はキャリア教育

の一環として教育課程

の重要事項に位置付け

られているとともに、

研究開発学校の日とし

て情報交換をすること

も定められているの

で、充実した時間とな

るよう、これまでの実

施方法に囚われない運

営方式を提案してい

く。 

 

・左記の通り。 

 

 

 

・左記の通り。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の

充実について 

◎ホームページだけではな

く、校内の連絡ツールを

活用して保護者に向けた

校外学習時の情報発信を

充実させたことにより、

保護者の情報発信につい

ての肯定的評価は５．９

ポイント増加した。自由

記述でもこのことについ

ての肯定的な意見があっ

た。 

●ホームページの仕様が古

い、携帯では見づらい、等

の意見があった。 

 

・保護者への情報発信

は、よりタイムリーに、

クローズドでできる校

内連携ツールを、今後

も活用していく。 

 

 

 

 

 

 

・ホームページは、広く

一般の方がみられるこ

とを鑑み、更新に努め

る。仕様が今年度末か

ら区全体で刷新される

ので、一層の活用を学

校便り等で呼び掛け

る。 

 

・左記の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の掲示板を活

用するのもよい。 
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Ⅸ 教員の人材育成

について 

・日常の職務をとお

して専門性と協働

性の育成、教育公務

員の自覚について 

◎教職員の肯定的評価の割

合は９４％と高い水準を

維持している。今年度は

特に、若手が主体的にＯ

ＪＴを進め、研鑽を積む

ことができた。 

 

・ＯＪＴの充実を継続す

る。さらに、校内の研

修だけでなく、外部の

研修のさらなる活用も

促す。 

 

・継続してほしい。 

Ⅹ 教員の働き方改

革について 

・校務支援システム

の活用、「チーム学

校」を意識した業務

分担等、組織的な業

務の効率化・最適化

について 

●教職員の肯定的評価が２

６．３ポイント減少し、唯

一６０％台となった。今

後働き方改革をどのよう

に進めていくかは、本校

の大きな課題である。 

・行事の精選を行う。そ

の際、単に校務を減ら

すということではな

く、教育的意義を吟味

して削減する事項、よ

り充実させる事項、効

率を上げていくべき事

項を全教職員で検討

し、共通理解を図る。 

 

・行事や校務分掌を

明確化する。 

・内容の効率化を図

り、一定の個人に負

担のかからないよ

うな分担の明確化

していく。 

一方で、働き方改

革に関する考え方

は個人の捉え方に

よるので、難しさ

がある。 

・行事や校務の精選

においては、何でも

なくすのではなく、

合わせるなどして

改善していくこと

も大切である。教職

員の意識改革も必

要ではないか。 

 

Ⅺ 服務事故の防止

について 

・服務事故防止に向

けた取組などにつ

いて 

◎教職員の肯定的評価は９

７．４％。校内研修を計画

的に、確実に実施すると

ともに、学年団を中心に

風通しのよい職場づくり

に努めた成果と言える。 

 

・服務事故防止を徹底

し、児童･保護者･地域･

関係団体の信頼にこた

える魅力ある学校づく

りに今後も努める。 

 

・継続してほしい。 

 


